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1. 平成31年3月期第2四半期の業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 10,785 19.0 513 △16.3 535 14.3 364 3.3

30年3月期第2四半期 9,064 26.1 613 99.7 468 34.0 353 43.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 154.58 ―

30年3月期第2四半期 149.58 ―

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第2四半期 12,664 6,844 54.0 2,899.91

30年3月期 12,592 6,473 51.4 2,742.65

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 6,844百万円 30年3月期 6,473百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00

31年3月期 ― 5.00

31年3月期（予想） ― 5.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,000 4.9 1,000 △25.0 1,100 △8.4 800 △13.0 338.95

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

注）詳細は、添付資料Ｐ．６「２.四半期財務諸表及び主な注記（４）四半期財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 2,370,000 株 30年3月期 2,370,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 9,753 株 30年3月期 9,747 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 2,360,248 株 30年3月期2Q 2,360,480 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ.　２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期累計期間における世界経済は、米国を中心に、堅調に推移しましたが、米中の貿易摩擦に端を発し 

た保護主義台頭のリスクが高まりました。わが国経済は、自動車や半導体の需要が堅調で、企業物価が上昇し、設 

備投資も旺盛でした。運賃などの経費や、資材・部品などの仕入価格は、軒並み上昇しました。また、労働力市場 

は、逼迫したままで、実質的に完全雇用の状態にありました。当社の主要原材料である銅の建値は、第１四半期会 

計期間にトン当たり80万円台を付けましたが、第２四半期会計期間に入るとやや下落して70万円台で推移しまし 

た。 

 この結果、当第２四半期累計期間の経営成績は、販売数量が12,913トン（前年同期比1.6％増加）となり、銅相 

場が前年同期と比較して高い水準だったため、売上高は107億85百万円（同19.0％増加）となりました。収益面に 

つきましては、営業利益は５億13百万円（同16.3％減少）、経常利益は原料相場のリスクヘッジのためのデリバテ 

ィブ利益38百万円を計上したことなどにより５億35百万円（同14.3％増加）となり、四半期純利益は３億64百万円 

（同3.3％増加）となりました。 

 当社は伸銅品関連事業の単一セグメントとしております。伸銅品関連事業の部門別の経営成績を示すと、次のと

おりであります。

 

（伸銅品）

 当社の主力製品である伸銅品は、販売数量12,482トン（前年同期比1.3％増加）、売上高は87億４百万円（同

11.0％増加）となりました。

 

（伸銅加工品）

 伸銅加工品においては、売上高は４億79百万円（前年同期比38.1％増加）となりました。

 

（その他の金属材料）

 その他の金属材料は、伸銅品原材料の転売が主で、売上高は16億円（前年同期比83.2％増加）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産）

 当第２四半期会計期間末における流動資産は95億68百万円となり、前事業年度末と比べ74百万円増加しました。

これは主にたな卸資産が２億33百万円減少したものの、電子記録債権が４億37百万円増加したことによるものであ

ります。固定資産は30億96百万円となり、前事業年度末に比べ２百万円減少しました。

この結果、資産合計は126億64百万円となり、前事業年度末に比べ72百万円増加しました。

 

（負債）

 当第２四半期会計期間末における流動負債は53億88百万円となり、前事業年度末と比べ３億円減少しました。こ

れは主に短期借入金が４億円減少したことによるものであります。固定負債は４億31百万円となり、前事業年度末

に比べ１百万円増加しました。

この結果、負債合計は58億19百万円となり、前事業年度末と比べ２億98百万円減少しました。

 

（純資産）

 当第２四半期会計期間末における純資産合計は68億44百万円となり、前事業年度末に比べ３億71百万円増加しま

した。これは主に四半期純利益３億64百万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は54.0％（前事業年度末は51.4％）となりました。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、平成30年５月10日に公表いたしました平成31年３月期の業績予想を修正しておりま

す。詳細につきましては、本日（平成30年11月14日）発表しております「業績予想の修正に関するお知らせ」をご

参照下さい。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

    （単位：百万円） 

  前事業年度 
(平成30年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 162 199 

受取手形及び売掛金 4,216 4,129 

電子記録債権 2,380 2,818 

商品及び製品 740 666 

仕掛品 1,257 968 

原材料及び貯蔵品 625 755 

その他 109 31 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 9,493 9,568 

固定資産    

有形固定資産    

土地 2,078 2,078 

その他（純額） 526 499 

有形固定資産合計 2,604 2,578 

無形固定資産 10 9 

投資その他の資産    

その他 483 508 

投資その他の資産合計 483 508 

固定資産合計 3,098 3,096 

資産合計 12,592 12,664 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,171 1,382 

短期借入金 3,940 3,540 

未払法人税等 293 185 

賞与引当金 88 87 

その他 194 193 

流動負債合計 5,688 5,388 

固定負債    

退職給付引当金 34 35 

その他 395 396 

固定負債合計 429 431 

負債合計 6,118 5,819 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,595 1,595 

資本剰余金 290 290 

利益剰余金 4,525 4,878 

自己株式 △17 △17 

株主資本合計 6,393 6,746 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 79 97 

評価・換算差額等合計 79 97 

純資産合計 6,473 6,844 

負債純資産合計 12,592 12,664 
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（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 9,064 10,785 

売上原価 8,102 9,926 

売上総利益 962 858 

販売費及び一般管理費 348 345 

営業利益 613 513 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 10 7 

デリバティブ利益 － 38 

その他 3 1 

営業外収益合計 14 47 

営業外費用    

支払利息 1 2 

売上割引 2 2 

デリバティブ損失 98 － 

デリバティブ評価損 56 20 

その他 0 0 

営業外費用合計 159 25 

経常利益 468 535 

特別利益    

固定資産売却益 － 0 

投資有価証券売却益 54 － 

特別利益合計 54 0 

特別損失    

固定資産除却損 0 － 

投資有価証券売却損 10 － 

特別損失合計 10 － 

税引前四半期純利益 512 536 

法人税等 159 171 

四半期純利益 353 364 
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
 前第２四半期累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

 当第２四半期累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 512 536 

減価償却費 67 52 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 0 0 

受取利息及び受取配当金 △10 △7 

支払利息 1 2 

売上割引 2 2 

固定資産売却損益（△は益） － △0 

固定資産除却損 0 － 

投資有価証券売却損益（△は益） △44 － 

売上債権の増減額（△は増加） △670 △353 

たな卸資産の増減額（△は増加） △387 233 

仕入債務の増減額（△は減少） △64 210 

その他 105 77 

小計 △487 754 

利息及び配当金の受取額 10 7 

利息の支払額 △1 △2 

法人税等の支払額 △198 △275 

営業活動によるキャッシュ・フロー △676 483 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △30 △34 

有形固定資産の売却による収入 － 0 

無形固定資産の取得による支出 △3 － 

投資有価証券の取得による支出 △1 △1 

投資有価証券の売却による収入 341 － 

その他 － △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー 305 △35 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 400 △400 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 － △11 

その他 △1 △0 

財務活動によるキャッシュ・フロー 398 △412 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 27 36 

現金及び現金同等物の期首残高 170 162 

現金及び現金同等物の四半期末残高 197 199 
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第２四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実 

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を第１四半期会計

期間の期首から適用しており、繰延税金負債は固定負債の区分に表示しております。
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